
疥癬に注意しましょう 
 

ヒゼンダニが病原体で昭和５０年代から増加しており、現在でも発生が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 疥癬の対策 

● 集団生活者は症状の有無を問わずいっせいに治療を行ないます。 

試用する薬剤には、硫黄剤、安息香酸ベンジル、クロタミトンなどがあります。 

● 寝具は使用する度に交換・洗濯します。（通常洗濯で可） 

（使用したシーツは内側におりこんでたたむ） 

● 使用後すぐ別の人が同じ寝具を使用することのないようにします。 

● シーツ、布団カバー、肌着など 

直接肌に触れるものは毎日洗濯 

します。（通常洗濯可）熱湯への 

浸漬や、乾燥機の使用はいっそう 

効果があります。 

● 居室はほこりがたたないように静 

かに掃除します。 

● 布団は日に当てて干します。 

● 一人でも患者が出たら、利用者全てとその家族にいっせいに治療を行ないます。 

● 汚染されていると思われる物品を扱った後は手洗いをしましょう。 

 
 

感染経路 

 

畳、こたつの雑魚寝など、 

寝具を介した間接接触 

潜伏期は４週間ぐらい 

症状 

 

激しいかゆみ 

皮湿 

（腹部、胸部、手、指間） 


